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顔合わせを行った際に筆者は Aについて，明るく外向的な性格であると感じた。日本語レベル
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が自らの母環境を移動せずにインタラクションが実現されることにより，話題情報の
帰属がより明確となる。（吉田，2013，p.36）
とした上で，
遠隔コミュニケーションでは，相手話者の言語環境に移動することなく自らの環境に
おいて発話することから，言語的に優位ではない学習者も，情報量が十分である学習
者側の話題を導入しやすい場合がある。（吉田，2013，p.37）
と述べている。自宅には自分の好きなものがたくさんあり，それらを見せることができるため，
好きなものを生き生きと語ることができたと考えられる。これは，自宅から授業に参加してい
たからこそ生まれたものである。このことは，対面で自宅に出向く場合と同じようなことがオ
ンラインでも実現できるということを示している。
また，第9回の山手線ゲームで植物をテーマに行った際の，家にある観葉植物の名前を筆者
に尋ねたことや，家にある植物を見せるために移動する様子は，学習内容を家の中にあるもの
と結びつけていたと考えられる。これは，川上（2011）で説明されている「ことばの「文脈
化」」（川上，2011，p.40）が起きたと考えることができる。川上（2011）では実践者である山
本冴里の実感を以下のように紹介している。「山本は，子どもが興味を持ち，初めてのことや面
白いこと，好きなことを実体験する中でことばを使うとき，たくさんのことばが発せられるの
だと実感する」（川上，2011，p.40）。筆者も本実践において山本と同じことを実感した。筆者
は，Aの見せた姿は，実際に空間を共有していなくても，Aが自ら自宅という環境でことばを
文脈に落とし込み，家にあるものを活用して学びに結び付けられていたと考えている。そして，
その中で Aは植物の名前に興味を持ち，ことばのやり取りを学んだのである。
前述したように，Aは主体的に参加することでことばを学んでいたと考えられる。それは，川
上（2011）の述べる，「実践の中で子どもは，主体的にことばの意味を探り，また，意味を解
釈したり産出したりすることを通してことばを獲得していく」（川上，2011，p.104）という過
程がみられたと考えている。本実践を通して，興味や関心をきっかけに，オンラインという環
境であっても子どもはことばを獲得していくということが分かった。
3．2．筆者とのラポール形成
筆者は，本実践において Aとラポールを形成することができるか不安に思っていた。しかし，
その不安が杞憂だったことが，今まで述べてきたような Aの振る舞いによってわかる。筆者が
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Aの興味のあることに着目して実践を組み立てたことにより，Aは筆者を自分の好きなものを
聞いてくれる人と認識し心を開いたのである。川上（2011）は，「子どもは自分を主体として認
めてくれる大人（実践者）に日本語の力を発揮しながら言いたいことや伝えたいことを表現し
ようとする」（川上，2011，p.104）と述べている。直接会ったことがない相手であったとして
も，このように関係性を構築でき，関係性の構築が子どもの主体性の発揮につながるのである。
4．おわりに
本稿では，筆者の実践したオンラインによる日本語指導について述べてきた。筆者は当初，
オンラインに変更になったことによる弊害ばかりを気にしていた。実際に，通信状況や音声の
明瞭さなどに影響され，教材の示し方，宿題の出し方などに工夫が必要となった。しかし，第
3章で述べたように，Aは主体的に参加していた。本実践を通して，オンラインという環境で
あっても教師と児童との関係を構築できること，Aにとっても主体的にことばを学ぶことがで
きたということがわかった。以上のことから，1対1の同期型オンライン授業という形態であっ
たとしても子どもの学びは阻害されないということがわかった。しかしながら，筆者にとって
も初めてのオンライン授業であったため，その場その場で指導内容を考えていく場当たり的な
指導となってしまった。今後はオンラインという特性を考慮しながら教材選びなども工夫して
いきたいと考えている。
また，今回の実践は学校での日本語学習と内容を合わせることはしなかったが，Aがつまら
ないと言っていた学校の国語に楽しく取り組めるようなサポートの必要性を感じた。今後は学
校の学習内容との繋がりなども意識しながらオンライン，対面，双方を活用して指導する形を
模索していきたい。
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